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《ᖺሗ➨ 20号ᢞ✏原✏の募㞟》 

ᢞ✏の⏦し㎸みは Eメールで、10᭶ 10᪥まで 

年報➨㸰㸮号の投✏原✏(投✏ㄽ文、教⫱政⟇フォーラム)を以下のせ㡿で募㞟いたします。 

 

1、⏦し㎸み期㝈    2012年 10月 10 日 (必╔) 

2、⏦し㎸み方法 

 氏名、所属、住所、㟁ヰ、ファックス、Eメールアドレス、投✏ㄽ文または教⫱政⟇フォーラムの別、

ㄽ✏㢟┠を明グして、下グ 2カ所の Eメールアドレスに、タイトル(件名)を「年報➨ 20号投✏希望」と

して「日本教⫱政⟇学会年報⦅㞟委員会」宛に⏦し㎸んで下さい。 

 hiroseあっと isc.senshu-u.ac.jp   および 

 earaiあっと shinshu-u.ac.jp  

㸨上グ二つのアドレスとも、「あっと」を㸾に変えて下さい。 

 

 ⏦㎸⪅に対しては、24時㛫以内にメールで⏦し㎸み☜ㄆの㏉信をします。受付☜ㄆメールが届かない

場合にはご一報下さい。 

 なお、㒑㏦での⏦し㎸みをご希望の方は、下グ原✏㏦付先(⦅㞟幹事)に⏦し㎸んで下さい。受㡿の㏉信

が必せな方は宛先を明グした㏉信⏝のはがきを添えて下さい。 

 

3、原✏⥾め切り 

 投✏ㄽ文、教⫱政⟇フォーラムの原✏⥾め切りは 2013 年 1 月 10 日(必╔)です。 

 必せ書㢮一式(「投✏・執➹せ㡿」参↷)を同封のうえ、下グ宛に㒑㏦でお㏦り下さい。 

  ㏦付先 〒390-8621 㛗㔝┴松本市旭 3-1-1 

  信州大学 全学教⫱機構 教⫋教⫱㒊 Ⲩ井ⱥ治㑻気付 

       日本教⫱政⟇学会年報⦅㞟委員会 
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日本教Ꮛ政ሊ学会第 19回大会:東京学ᑸ大学 
㸺分⛉会㸿㸼 
 本分⛉会では、以下の 4本のⓎ⾲と㉁␲・ウㄽが⾜われた。 

①⮬治体⊂⮬のカリキュラム㛤Ⓨ—教⫱ㄢ⛬≉例校に↔Ⅼを当てて㸦押⏣㈗久・仲⏣康一・大桃敏⾜㸧 

②地域文化を活かした⮬治体⊂⮬のカリキュラム㛤Ⓨ—宇土市とㄶゼ市を事例として㸦村上⣧一・梅⃝希

恵・武井哲㑻・⏫支大♸㸧 

③我が国における㧗校教⫱政⟇をめぐる中央・地方㛵係—教⫱振⯆基本ィ⏬を中心に㸦小早川倫⨾㸧 

④⌧代ドイツの学校制度タィにおける地域主権—日本との比㍑を㋃まえて㸦前原健二㸧 

 ①と②のⓎ⾲は、学校や地域の≉Ⰽを活かした教⫱を実施するために、2008 年に導入された「教⫱ㄢ⛬

≉例校制度」に㛵する⌧地ㄪ査の報告である。①は同制度Ⓨ㊊の⤒⦋を整⌮しながら、東京㒔世⏣㇂区、

▼川┴㔠沢市、⇃本┴⏘山村の事例を分析し、②はカリキュラム㛤Ⓨの事例として、⇃本┴宇土市の「そ

ろばんの時㛫」と㛗㔝┴ㄶゼ市の「┦手意㆑に❧つものづくり」について報告した。 

 ③は中央の「教⫱振⯆基本ィ⏬」と各┴のィ⏬を比㍑し、中央が㧗校教⫱に㛵して打ち出した学力の保

㞀、キャリア教⫱、㧗大㐃携の 3㡯┠が、どの⛬度┴のィ⏬に反映しているのかを分析した。 

 ④は、三分岐型の前期中➼教⫱が永く⥔持されてきたドイツにおいて、㏆年、「ローカル・オプティマ

ム」というㄽ⌮に基づいて、地域ごとに多様な中➼学校制度が導入されていることを報告した。 

 以上のように、本分⛉会は教⫱における「地方分権」「地方主権」「地方⮬治」が共㏻したテーマであ

り、「地域ごとの制度の多様性を承ㄆする思想」㸦前原㸧が広がっている中で、そのこと⮬体をどうホ価

し、⌮ㄽ化するかが問われた。なお、司会はⲶ原克⏨㸦北海学園大学㸧と広井多㭯子㸦実㊶女子大学㸧が

担当した。㸦文㈐㸸広井多㭯子㸧 

  

分⛉会 A
の様子 

分⛉会 B
の様子 

㸺分⛉会㹀㸼 
分⛉会 B では、5件のⓎ⾲が⾜われた。今大会では 1つのⓎ⾲に対し 15 分の㉁␲・ウㄽの時㛫が☜保さ

れており、いずれのⓎ⾲に対しても、フロアからは活Ⓨな㉁␲が⾜われ、充実した㆟ㄽが展㛤された。 

①安㒊ⰾ⤮会員は、東日本大㟈⅏などの⅏害復⯆のィ⏬⟇定においては、時㛫の⤒㐣とともに、「ハー

ド㠃の回復からソフト㠃の充実へなどㄢ㢟の㔜Ⅼが⛣っていく」とし、その中で、⿕⅏の当事⪅である子

どもが⅏害の回復・復⯆の主体となるような⾜政支援のあり方や、その㝿の政⟇ㄢ㢟がどのようなもので

あるかを♧した。 

②広℩⿱子会員は、イギリスで 1980年代から 1990 年代にかけ㐍められた、性教⫱の法定化・必修化政

⟇を分析対㇟とし、これを国家による⚾ⓗ㡿域への介入ととらえ、そこに内包される⌮ㄽ問㢟を、㏆代♫

会のㅖ原則といったほⅬから検ウ・整⌮した。 

③岡㒊敦会員は、⌧在のわが国の⤒済事情や㞠⏝政⟇などにより、㧗➼学校におけるキャリア教⫱がい

かに㞴しくなっているかを♧し、アメリカ・オレゴン州やカナダ・アルバータ州のキャリア教⫱改㠉の事

例を比㍑・⤂介しつつ、わが国の㧗➼学校におけるキャリア教⫱のあり方・方向性を♧唆した。 

④⠛原岳司会員は、⡿国におけるオバマ政権の教⫱政⟇、その中でも≉に┠⋢政⟇とされる「㡬Ⅼへの

➇争」政⟇を批判ⓗに検ウし、オバマ政権の㐃㑥教⫱政⟇の≉徴が「州に対する㐃㑥政府の教⫱政⟇の主

導性強化」「新⮬⏤主⩏教⫱改㠉の強化」にあると指摘した。 

⑤㯮木㈗人会員は、㏆年のロシア㐃㑥における教⛉書政⟇の動向を整⌮した上で、ロシア教⫱アカデミ

ーが教⛉書の検定や作成にいかなる㛵与をしているのかについて検ウを⾜った。フロアからはロシア教⫱

アカデミーとソ㐃教⫱アカデミーとの㐃⥆性、◊✲⪅の役割、政治とのかかわりなどについて㉁問が出さ

れ、活Ⓨな㆟ㄽが展㛤された。 

㸦浜㔝㝯・おⲔの水女子大学㸸佐久㛫正夫・⌰⌫大学㸧 

 



 

 

ページ 3 JASEP 2012  F/W 

【大会実⾜委員㛗から】 
➨ 19 回大会は、2012年 7月 7日から 8日にかけて、「東日本大㟈⅏以後の教⫱⾜政と教⫱政⟇」のテーマ

のもと、東京学ⱁ大学を会場に㛤催された。会員外の参加⪅ 18名を含めィ 80名の参加があった。 

⮬⏤◊✲Ⓨ⾲は 3つの分⛉会に分かれ、ィ 13 のⓎ⾲が⾜われた。それらのⓎ⾲のなかには、⮬治体レベルで

の教⫱政⟇に㛵する◊✲や欧⡿ㅖ国を対㇟とした◊✲などが比㍑ⓗ多くぢられた。 

⥲会ののち、懇ぶ会には 40 名を㉸える会員が参加し、㛤催校からは村松泰子学㛗のご挨拶があり、時㛫一

杯、情報交換や◊✲交流が⾜われた。 

8 日午前にタ定された「構㐀改㠉下の⮬治体教⫱政⟇をめくる動向」をテーマとするㄢ㢟◊✲では⏕⏣武

志・♫団法人「ホームレス問㢟の授業づくり全国ネット」代⾲⌮事及び中嶋哲彦会員㸦名古屋大学㸧からの

報告があり、この報告をもとに活Ⓨなウ㆟が展㛤された。 

同じく 8 日㸦日㸧の午後にタ定された公㛤シンポジウム「東日本大㟈⅏における教⫱⾜政⤌⧊の⿕⅏に対

する支援と協力体制」では佐々木幸寿会員㸦東京学ⱁ大学㸧をコーディネーターとして、山⏣市㞝・㝣前㧗

⏣市教⫱㛗、佐々木恵子・ㄆ定 NPO 法人「国境なき子どもたち」、Ⲩ井ⱥ治㑻会員㸦信州大学㸧及び佐々木

会員からの報告を受け、フロアを交えて㆟ㄽが展㛤された。 

今次大会では、前年大会とは多少プログラムの構成を変更した。つまり⮬⏤◊✲Ⓨ⾲を一日┠の午後に㞟

中し、またⓎ⾲一件あたりの㉁␲時㛫を☜保するとともに分⛉会の数をなるべく少なくした。これに㛵㐃し

て、ㄢ㢟◊✲を二日┠の午前にタ定した。これについてのご意ぢ、ご感想などは学会事務局宛にお寄せいた

だければ幸⏒である。 

不慣れな大会㐠営であったため、≉にⓎ⾲の受付からプログラムの㏦付の段㝵では準備が滞り、会員各位

にはご㏞惑をおかけした㒊分があったかと思われる。この場を借りておルび⏦し上げるとともに、⊛暑の時

季にもかかわらず多くの会員の参加を得て↓事大会を⤊了できたことにつき、実⾜委員会を代⾲して御♩⏦

し上げたい。なお本大会の準備と㐠営には渋㇂他、本学所属の佐々木幸寿、前原健二、佐⸨千津の各会員が

あたった。 

➨ 19 回大会実⾜委員会委員㛗 

渋㇂ⱥ❶㸦東京学ⱁ大学㸧 

 

㸺分⛉会㹁㸼 
 分⛉会㹁では、①北川㑥一会員㸦元・大手前大学㸧「構㐀改㠉下の堺の教⫱政⟇動向」、②横井敏㑻会員

㸦北海㐨大学㸧「構㐀改㠉期の▱事・教⫱委員会㛵係―㛗㔝┴⏣中┴政の検ウ―」、③㟷木ⱱ㞝会員㸦東京

㧗法◊㸭❧正大学㠀常勤ㅮ師㸧「東京の『日の丸・君が代』⿢判判決の教⫱⿢判としてのホ価」、④永井栄

俊会員㸦❧正大学㠀常勤ㅮ師㸧「東京㒔の教⫱改㠉は何を変えたか―人事⪃ㄢと『日の丸・君が代』の強制

を中心にして―」㸦以上、Ⓨ⾲㡰㸧の㸲件のⓎ⾲が⾜われた。司会は、㧗津ⰾ則㸦大㜰⤒済大学㸧と佐⸨千

津㸦東京学ⱁ大学㸧が担当した。 

北川会員は、大㜰府市で㐍められている⾜政改㠉を㋃まえ、堺市の教⫱政⟇動向について、まちづくり、

教⫱基本条例、⫋員条例などをめぐる問㢟を中心に、大㜰府市のそれと比㍑分析しながら報告した。 

横井敏㑻会員は、1990 年代以㝆の構㐀改㠉期における地方教⫱政⟇決定㐣⛬を▱事と教⫱委員会の㛵係

に╔┠して検ウした。具体ⓗには㛗㔝┴の⏣中康㞝▱事による㸴年㛫の┴政を事例として▱事と┴教⫱委員

会の㛵係を⾜政機構改㠉、人事・委員㑅任、予⟬、▱事の政治手法のほⅬから分析した。 

㟷木ⱱ㞝会員は、「日の丸・君が代」⿢判判決のホ価について、主に「国歌斉唱⩏務不存在☜ㄆ➼ㄳ求ッ

ゴ」と「東京『君が代』⿢判㸦➨㸯次ッゴ㸧」を参↷しながら、その法ⓗ争Ⅼを整⌮し、教⫱⿢判の問㢟と

可⬟性について報告した。 

永井栄俊会員は、1997 年以㝆の東京㒔における教⫱改㠉について学校制度改㠉と教⫋員人事⟶⌮のほⅬ

から分析し、≉に学校㐠営と「日の丸・君が代」の問㢟や、人事⪃ㄢに㛵する問㢟やㄢ㢟について報告し

た。 

いずれも力のこもったⓎ⾲でテーマとしても時宜を得

たものであり、本分⛉会には 20 名を㉸す参加⪅があっ

た。今大会ではⓎ⾲ごとの㉁␲の時㛫が㛗めにタけられ

ていたが、それでも時㛫が㊊りなくなるほど活Ⓨに意ぢ

が交わされ、充実した分⛉会となった。 

㸦㧗津ⰾ則・大㜰⤒済大学、佐⸨千津・東京学ⱁ大学㸧 

 
 

分⛉会㹁 
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日 本 教 育 政 策 学 会 総 会 

      

 

䛆日本教育政策学会大会 2011年度決算䠄2011年 4月 1日䡚2012年 3月 31日䠅䛇 
䠄単位 円䠅 
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䛆日本教育政策学会 2012年度予算䠄2012年 4月 1日䡚2013年 3月 31日䠅䛇 
䠄単位 円䠅 
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【2012ᖺᗘά動ィ⏬ 㸦2012ᖺ 4᭶ 1᪥㹼2013ᖺ 3᭶ 31᪥㸧】 
 
㸯㸬教⫱政⟇に㛵する◊✲活動の推㐍 

㸰㸬◊✲㞟会➼の㛤催 

㸱㸬◊✲委員会のタ⨨ 

㸲㸬国㝿◊✲交流 

㸳㸬他の学会➼との◊✲交流 

㸴㸬学会ㄅ、学会ニュース、その他の出∧≀の⦅㞟・刊⾜ 

㸵㸬その他、本学会の┠ⓗを㐩成するために必せな事業               

㸦以上会則3条㸧 

 

㸶㸬本学会タ❧20周年グ念事業㸦例㸸グ念ㄅのⓎ刊など㸧の準備 

㸦20周年㸻➨20回大会㸻2013年㸧 

 
上グ活動ィ⏬が承ㄆされました。 

【᪥ᮏᩍ⫱ᨻ⟇Ꮫ会ᖺሗの CiNii➼へのⓏ㍕について】 
 

 常任⌮事会では CiNii(Citation Information by National Institute of 

Informatics)への本学会年報のⓏ㍕の件について⥅⥆ⓗに㆟ㄽしてまいりましたが、今

回の⥲会において年報の CiNii➼へのⓏ㍕を㐍めるスケジュール➼について別⣬の㏻り

提案し、承ㄆを得ました。今後、承ㄆされたスケジュールに沿って「CiNii ➼へのⓏ㍕

に係るⴭ作権利⏝のチㅙのお㢪い㸦公♧㸧」に㛵する会員からの意ぢを求めた上で、本

年 12月㡭までに「公♧」を決定することになります。決定された成文により公♧を⾜い

ます。2013 年度の本学会⥲会において「公♧」の⤖果について報告を⾜い、その後、

CiNii➼への本学会年報の㟁子ⓗ公㛤をすすめることになります。 

 会員各位におかれましては、別⣬をごぴいただき、「公♧」㸦案㸧に㛵するご意ぢを

お寄せいただきますよう、お㢪い⏦し上げます。 

 なお⌧在はまだ「公♧」を⾜っている段㝵ではありません。個々のㄽ✏に㛵するⴭ作

権利⏝のチㅙに㛵する␗㆟は、「公♧」の成文が決定され、改めて会員各位に「公♧」

が提♧された後にお⏦し出をいただくという手㡰となりますので、ご了ゎのほど、お㢪

い⏦し上げます。 

 
公㛤シンポジウムのᵝᏊ 
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日本教⫱政⟇学会会員各位 

日本教⫱政⟇学会会㛗     三上昭彦 

㸰㸮周年グ念ㄅ⦅㞟担当⌮事 広井多㭯子 

2012年 7月 7日 

 

『日本教⫱政⟇学会の二十年』㸦仮⛠㸧ご寄✏➼のお㢪い 
 

 今年もまた暑い夏がめぐってまいりましたが、みなさまにおかれましては、ますますご健

勝のことと存じます。 

 さて、日本教⫱政⟇学会は来年 6月に創❧ 20周年を㏄えます。そこで⌮事会では、2013

年の➨ 20回大会に向けて、グ念ㄅを作成することにいたしました。 

 このグ念ㄅは、本学会の 20年の歩みを振り㏉りながら、新たな学会の方向性を探るもの

にしていきたいと⪃えております。そこで、本学会の㐠営に力を尽してくださった学会創❧

以来の会㛗、事務局㛗、年報⦅㞟㛗、⌮事の方々、および⌧在の会員の方々に、グ念ㄅへの

ご寄✏をお㢪いしたいと⪃えております。 

 内容といたしましては、①学会タ❧の⤒⦋や歩みに㛵するもの、②学会の㐠営、⤌⧊、あ

り方に㛵するもの、③教⫱政⟇◊✲に㛵するものの 3Ⅼを主に想定しておりますが、これ以

外でもかまいません。ご⮬⏤にお書きただければと存じます。 

 また、本学会の歩みにかかわる写┿をグ念ㄅに掲㍕したいと⪃えておりますが、⌧在の⌮

事の手元にはほとんどありません。写┿をお持ちの方は、どうぞご提供ください。 

 ご多忙な毎日とは存じますが、忌憚のないご意ぢをお待ちしております。 

 

—— グ —— 

 

タイトル   㸸 タイトルをつけてください。 

所属・⫪書き 㸸 基本ⓗにごグ入いただいたものを、そのまま㍕せます。 

字数     㸸 1200字⛬度㸦400字×3枚㸧 

原✏書式   㸸 wordまたは textで作成してください。書式の指定はありません。 

㏦付方法   㸸 文❶は下グのメールアドレスにお㏦りください㸦添付ファイル㸧。 

         写┿は下グのメールアドレスまたは住所にお㏦りください。 

  ⥾め切り   㸸 2012年 12月 31日 

  刊⾜予定   㸸 2013年 7月㸦➨ 20回大会㸧 

 

㸨 ⦅㞟の㒔合により、ご寄✏いただいた文❶に変更を加える場合があります。 

あらかじめご了承ください。 

 

 ㏦付先  〒191-8510 東京㒔日㔝市大坂上 4-1-1 

       実㊶女子大学 人㛫♫会学㒊 

       広井 多㭯子  hiroi-tazuko@jissen.ac.jp 
 

㸺⿵㊊㸼 

・グ念ㄅは⡆易〇本㸦大会プログラムの体⿢のような㸧、㠀売品として〇作する予定です。

いわゆる単⾜本として公刊するものではありません。原✏料➼の支払いは一切ありません。 

・グ念ㄅにお寄せいただいたエッセイ➼は、すべて学会ウェブサイトにおいてもそのまま公

㛤する予定です。またご寄✏いただいたエッセイ➼についてのⴭ作権は日本教⫱政⟇学会に

帰属するものとさせていただきます。あらかじめご承▱おきください。 



 

 

ページ 8 JASEP 2012 F/W 

  

【会㈝の⣡入について】 

2012 年度会㈝が未⣡の方は、⣡入をお㢪い

いたします。年会㈝は一⯡会員 8000 円、学

⏕㝔⏕会員 5000 円です。ご⮬㌟の⣡入≧況

は不明な方は事務局にお問い合わせを。 

【㒑便振替口座】 

口座グ号 㸮㸮㸯㸴㸮㸫㸰㸫㸴㸱㸮㸳㸷㸴 

加入⪅名 日本教⫱政⟇学会 

【ゆうちょ㖟⾜口座】 

〇一九㸦ゼロイチキュウ㸧店 

当座 㸮㸴㸱㸮㸳㸷㸴 

加入⪅名 日本教⫱政⟇学会 

 
㸺事務ᒁから㸼 

○今回のニューズレターには、CiNii㛵㐃の公♧〈᱌ᩥ〉

及び『Ꮫ会名⡙ 2011ᖺ 10᭶⌧ᅾ』のそのᚋのゞṇを反ᫎ

したṇㄗ⾲を同ᑒいたしました。名⡙ṇㄗ⾲の᪉は名⡙ᮏ

体に⥛じ㎸むなどしてお使い下さい。 

○今号は主に➨ 19回኱会㛵㐃のニュースをᥖ㍕いたしまし

た。ㄢ㢟◊✲と公㛤シンポジウムについては、内ᐜのぢあ

じぇすとをᥖ㍕することが出᮶ませんでしたが、これらは

᮶ᖺᗘのᖺሗに収㘓される予ᐃです。 

○ᮏ⣬中にもゐれられていますが、今ᖺᗘのᮾ京Ꮫⱁ኱Ꮫ

での኱会ではプログラムの⦅ᡂがᑡしኚ᭦されていまし

た。Ꮫ会኱会における⮬⏤◊✲Ⓨ⾲や᠓ぶ会の㔜み、⥲ᣓ

ウ㆟のព味あい、などについてのከᵝなពぢをふまえ

てのある✀、ᐇ㦂ⓗなヨみでした。 

○それやこれや含め、「Ꮫ⏺」という㒊分♫会におけ

る኱会やᏛ会ㄅのព味について、㞄᥋Ꮫ会との㛵係の

みならずᩍ⫱Ꮫ全体の中で、また他分㔝のᏛ⏺事᝟と

の㛵わりも含めて、኱いに㆟ㄽしてきたいものです。 

○9᭶初᪪の᫬Ⅼで、まだ᮶ᖺᗘ኱会の㛤催ᰯはỴᐃ

していません。Ỵᐃḟ➨、ウェブサイトでお▱らせい

たします。㉁ももちろん኱切ですが、Ꮫ会኱会のᡂ否

はひとえに参加人ᩘによるところ኱です。おそらくは

7᭶の上᪪のᅵ᪥、ከくの会員の参加をおᚅちしてい

ます。 

䠘学会事務局䠚 

会㛗 浪本勝年䠄立正大学䠅 

事務局㛗 前原健二䠄東京学芸大学䠅 

  

䛊事務局所在地䛋 

184-8501 東京㒔小㔠井市貫井北町 4-1-1 
東京学芸大学教員㣴成䜹䝸䜻䝳䝷䝮㛤発研究䝉䞁䝍䞊 

前原健二研究室気付 

㟁話 042-329-7781  

E-MAIL : jasep2009@gmail.com 

  

〔学会事務局〕 

会㛗 三上昭彦㸦明治大学㸧 

事務局㛗 前原健二㸦東京学ⱁ大学㸧 

  

〔事務局所在地〕 

184-8501 東京㒔小㔠井市㈏井北⏫ 4-1-1 

東京学ⱁ大学教員㣴成カリキュラム㛤Ⓨ◊✲センタ

ー 前原健二◊✲室気付 

㟁ヰ 042-329-7781  

E-MAIL : jasep2009@gmail.com 

【常任⌮事会のグ㘓】 

➨ 94 回㸦➨ 7 期 4回㸧 

日時 4月 21日㸦土㸧 

午後 3時から 5 時 

主な㆟㢟 

・大会準備≧況報告 

・学会 20周年事業について 

・教⫱学㛵㐃ㅖ学会の㐃携につ

いて 

・学会年報の CiNii➼へのⓏ㍕

について 

・⦅㞟委員会報告 

・入会⏦し㎸みの承ㄆ 

➨ 95 回㸦➨ 7 期➨ 5 回㸧 

日時 6月 16日㸦土㸧 

午後 3時から 5 時 

主な㆟㢟 

・大会準備≧況について 

・20周年グ念事業について 

・⌮事会㆟案の検ウ 

・⦅㞟委員会報告 

・入会⏦し㎸みの承ㄆ 

㸨会場はすべて明治大学㸦㥴河

台校⯋㸧 

【学会公式ウェブサイト】 
http://www.jasep.jp/ 

小さなニュースをこまめに更新

中です。 
 

【新入会員】 

 

広⏣↷幸、㟷木⣧一、尾崎公子、広℩⩏徳、武⸨典史 『今

後の教⫱改㠉を⪃えるためのど座 --㸴・㸱・㸱制再⪃の意⩏

と射⛬--㸦㸴・㸱・㸱教⫱制度◊✲委員会報告㸧』 国民教

⫱文化⥲合◊✲所 

大塚学校⤒営◊✲会『学校⤒営◊✲』➨ 37巻 

㛵す教⫱⾜政学会『教⫱⾜㈈政◊✲』➨ 38号 

㉥尾勝己『新しい⏕涯学⩦概ㄽ 後期㏆代♫会に⏕きる⚾た

ちの学び』ミネルヴァ書房 2012年 4月刊 

安⸨厚・⣽川敏幸・山岸みどり・小➟原正明⦅ⴭ『プロフェ

ッショナル・ディベロップメント 大学教員・TA ◊修の国㝿

比㍑』北海㐨大学出∧会 2012年 3 月刊 

㛵す教⫱⾜政学会『教⫱⾜㈈政◊✲』➨ 39号(2012 年 3月

刊) 

松原信⥅『アメリカにおける教⫱官僚制のⓎ展と克服に㛵す

る◊✲』㢼㛫書房 2012年 2月刊 

㛵啓子『コーカサスと中央アジアの人㛫形成』明▼書店(2012

年 8月刊) 


